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れは 1971 年の金・ドル交換停止と、1973 年以降の主要国通貨の変動相場制への移行をきっ
かけとしていた。日本においても為替管理が撤廃され、1969 年から 1972 年にかけて対外直
接投資が自由化され、1972 年は「海外投資元年」と呼ばれるようになるのである 4。1 ドル＝
360 円時代に訣別して円高への方向性がはっきりしたため、輸出条件の悪化を回避すべく、労
働集約的な製造業を中心に、アジア地域への直接投資が活発化した。日本からの直接投資総
額は、1971 年の 8 億 8500 万ドルから 1972 年には 23 億 3800 万ドルに、翌 73 年には 34 億




















































































問後の 1974 年 7 月のことであった 19。







































































1972 年 9 月以降、マルコス政権による戒厳令下に置かれていたために暴動やデモが生じる
可能性がなかったことは別にしても、そもそも日本との経済関係が希薄で、日本からの投資








次に田中はタイを訪問したが、田中はバンコク到着時の 1 月 9 日に 1 万人の抗議デモに迎







月 10 日に 2000 人のデモ隊が田中が逗留するバンコクのホテルを囲んだとき、4000 人以上の









































































































































官専任とした 48。さらにインドネシア政界 No.2 とも目されていたスミトロは国軍副司令官か
らも 3 月 21 日に辞任した。アメリカ大使館は、スミトロの決定的な失策は「突然自由主義を
標榜したことが個人的な権力基盤を作ろうとしているのではないかとの疑いを広めたことと、


































第二に、経常収支が赤字化したことで円は 1 ドル 300 円程度にまで減価し、輸出競争力確保
の面から東南アジア投資を行う必要性が低下したからである。その結果、1973 年をピークに




対タイ進出企業へのアンケート調査に基づくジェトロの報告書によると、1974 年 9 月には、
すでにタイのインフレ悪化から大企業 4 社と 10 の中小企業が、この傾向が同年末までにいっ
そう悪化すればタイから撤退するとの意向を表明していた 55。実際、洞口治夫によると、1973
年に 76 件、74 年に 60 件を数えた新規タイ進出企業であったが、75 年は 26 件、76 年は 27 件、
77 年は 38 件と低迷する一方、73 年からはタイから撤退する企業が現れ、その数は 77 年の 11
件のピークに向けて上昇していった。アセアン 5 ヵ国合計でも、進出企業は 1973 年の 481 件
をピークに、261 件（74 年）、319 件（75 年）、281 件（76 年）、301 件（77 年）と低迷し、逆





















する声が大きくなっていった。これは、1975 年 4 月の南ベトナム政府崩壊以後のインドシナ
共産化からの脅威に対して、東南アジア各国が国内共産ゲリラによる転覆活動に対抗するた
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